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京田辺市の特徴 

■若い世代が多い 
・多様な世代で構成されている 
 →様々なことにチャレンジしやすい 
 
■様々な顔を持つ街 
・昔からある伝統的な地域 ・商店街 
・新興住宅の地域     ・郊外型店舗 
・通勤通学先、買い物先が多様 
 →多様な地域に顔が向いている 



京田辺市の公共交通の特徴 

■京都市・大阪市・奈良市など移動しやすい鉄道 
・多様な世代で構成されている 
 →様々なことにチャレンジしやすい 
■市内・京都駅・くずはなど移動しやすいバス 
■一部では公共交通が弱い地域も 
 
多様な地域に顔が向いている京田辺市の特徴がふまえ
られている 
 
 →多くの人が公共交通を利用しているでしょうか？ 



「移動」は私たちの生活で欠かせない 

■私たちは「いかにして楽に移動するか」考えている 
≒コストを最小限・効用を最大限にしたい！ 

 
・お金や体力・時間を最小にしたい 
・移動して得られるメリットを最大にしたい 
 
 
「これを実現するのはクルマしかない！」 

と 錯覚 している（させられている） 



公共交通のイメージ 

■本数が少ない・運賃が高い・いつ来るかわからない
等々 
 
 →乗らないバスはなくなってしまいます 
 
■無料のタクシーは実現困難です 
 人口が減少して税収が減っていくのに医療や年金の負担が増え
るのがこれからの日本です 
 
■しかも 「公共交通の業界は いま大変です」 



■バス業界の深刻な人出不足 
■ほとんどのバス事業者で運転士・整備士の不足 
・ようやくメディアでもこの問題が報道・インフルエンザがバスの運行に影響 

出典：NHK NEWS WEB : https://www3.nhk.or.jp/news/special/bus/index.html 

バス業界の状況 



■「乗らないけれ
どもバスを走らせ
て」という時代で
はないのです 
 
運転士が足りない
ので乗らないバス
は補助金をもらっ
てもなくなります 

出典：NHK NEWS WEB : https://www3.nhk.or.jp/news/special/bus/index.html 

バス業界の状況 
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 

武蔵・相模（収入） 京浜（収入） 東海（収入） 京阪神（収入） 

武蔵・相模（人件費） 京浜（人件費） 東海（人件費） 京阪神（人件費） 

2000年を1とした場合のブロック別実車走行キロ当たりの収入と人件費 
（保有車両30両以上の民間事業者）（実線：収入 破線：人件費） 

出典：国土交通省「乗合バス事業の収支状況」各年度版 

バス業界の状況 



■利用者が少ないのでバスを廃止する時代から 
「バスの運転士がいないのでバスを廃止する」時代に 
 
■バス会社がそれでも踏ん張っているのは･･･ 
 これまで地域の人々に支えられてきたという 

「地域愛」で動いている 
 
★このバス会社の地域愛に 

「地域はどう答えますか？」 

バス業界の状況 



新しい公共交通の潮流 

■観光客（来訪者）の利用 
 公共交通で地域を回遊してもらうことで路線を維持する 
 
■貨客混載バス 
 空いているスペースに荷物置き場を設置してヒトもモノも運ぶ 
 ※宅配事業者とバスの時刻を調整するなど条件に制約があります 
 
■グリーンスローモビリティ 
 小型車両でバス停から自宅を結ぶ「ラストワンマイル」 
 
■MaaS シームレスな移動を実現する取り組み 
 
■なによりも地域の公共交通を維持するには 

「地域の方々の日常の利用」が基本です 



新しい公共交通の潮流 

■MaaSが手助けする未来 
■MaaSはあくまでも地域をよ
くするための「手段」です 
※アプリを作ったら終わりでは
ありません 
 
MaaSを活用して地域をよくす
るには 
 
・地域の方々の取り組み 
 
が重要です 



地域公共交通会議 

■新しい公共交通の潮流に素早く対応するには 
 →地域で取り組むための体制が必要 
 
・検討委員会 
・運営（運行）協議会 

･･･現在運行しているバスについて考える 
・地域公共交通会議 
・法定協議会 
 ･･･現在運行している公共交通やこれからの公共交通について
考える 
 
■これまでは「バスが廃止される」「どうしよう」という対策 
 これからは「自分の地域にふさわしい公共交通は何か」 

という政策 
 



地域公共交通会議・法定協議会 
 

■地域公共交通会議 
 地域の状況やニーズに即した移動サービス・サービス水準・運
賃等について協議（必要に応じて、地域の交通計画を策定） 
 
★地域で考えた移動サービスについて素早く対応できる 
 
■2006（平成18） 年10 月：改正道路運送法で制度化 
 ・地域住民に愛着を持って利用してもらう「バス」とする 
 ・計画段階から地域住民や利用者が参画 
 ・周囲の交通システムとの連続性・整合性についても十分配慮 
 ・地域の交通ネットワーク全体の維持・発展 
 
地域住民・利用者・地方公共団体・交通事業者等の地域の関係者
からなる新たな協議組織 
 



地域公共交通会議・法定協議会 

■地域公共交通会議や法定協議会が目指すもの 
 「お願いモード」から「私ができること」への変化 
 
※陳情や要望の場ではありません 
 
地域の目指すものは何でしょう？ 
 地域の公共交通を維持するには自分は何をしたらよいでしょう 
 
人口が少なくても･･･ 
 同じ赤字でも利用者が少ない赤字ではなく利用者が多いけれど
も赤字を目指す 



地域公共交通会議・法定協議会 

■地域公共交通会議や法定協議会が求められる背景 
 
・人口の減少による公共交通の存立の危機 
・公共交通＝派生需要 
 …まちづくりと公共交通の計画は一体に 
 
・地域の課題は地域によって様  々
 …民間事業者だけに任せるのではなく、地方公共団体が旗振り
役となって考える 
 
 ‼ 地︎方公共団体がすべての作業を行うのではない 
   →関係者が適宜分担・地方公共団体はとりまとめ役 
 
◆地域戦略の一環として持続可能な公共交通ネットワークの形成
が求められている 



地域公共交通会議・法定協議会 

■これまでは… 
 
・バスを走らせてほしい 
・バスが廃止になったどうしよう 
・コミュニティバスを走らせよう 
 
個々に検討していた・対策が主であった 
 
■これからは… 
 地域全体の公共交通について考える政策の時代 
 
・これまでの事業者・役場への「お願いモード」からの脱却 
・「あったらいいな」ではなく「利用したくなる形態」を目指す 
・町の状況や関係者間の情報が共有できるのでお互い理解しなが
ら計画が進められる 
 
 



地域公共交通会議・法定協議会 

■・私たちのまちの特徴は何か 
・これからのまちづくりに向けて公共交通はどうあってほしいか 
 

を考える 
 
注意点は 
 
・本当に必要か十分検討すること 
・実際に利用されるサービスであること 
・事業者に過度な負担を強いないこと 
・住民も責任を持つこと 
 



クルマが「便利」と思われる理由は・・・ 

・安い！ ･･･実は1日1150～2000円かかってます 
 
・ 楽！ ･･･実は不健康ですが 
 
・速い！ ･･･本当に予定通りの時刻につけますか 
   10数分早く着いたメリットを活かせてますか 
 
 
クルマ「だけ」の生活をしていると･･･ 
 クルマに乗れなくなったときに 
「どこにもお出かけできなくなります」 



クルマと「お金」 

・1000ccのトヨタビッツ（安い、小さな、燃費の良いクル
マ） 
 
・持ってるだけで  1日 1,150円 
 
・かなり倹約して乗って 1日 1,500円 
 
・普通に乗って  1日 2,000円以上 
 
 

出典：JCOMMHP：クルマの「維持費」https://www.jcomm.or.jp/document/guidance/cost/ 



クルマと「健康」 

・往復15kmの移動をすると・・・ 
 
          公共交通の移動による 
          消費カロリーは 
 

クルマの約2倍 
 
 
 
■クルマの運転は公共交通の移動よりも「楽」 

ということは・・・ 
 

           
出典：JCOMMHP：クルマ利用と「健康・ダイエット」 https://www.jcomm.or.jp/document/guidance/car/ 

移動にともなう消費カロリー（kcal） 

220kcal 

102kcal 



公共交通に乗れない？ 

・クルマが運転できなくなった→体力がないから 
 ですので バス・電車にも乗れないのです 
 
・クルマがあるからバスを使わない 
→クルマに乗れなくなった時にバスを使おう 
少なくとも「バス・電車には乗れません」 



公共交通に乗れない？ 

・京都府北部の自治体のお話し 
「免許返納するとすぐに亡くなる人が多い」 
 
・体がしんどくなってついにクルマをあきらめたから 
・クルマ以外の移動方法を知らないから引きこもりに 
 
 →クルマ移動は世界が広がらない 

出典：JCOMMHP：休日ドライブの「憂鬱」 https://www.jcomm.or.jp/document/guidance/drive/ 



どうしたらいいのだろう？ 

公共交通を使わない人 
・本数が少ない・運賃が高い・行きたいところに行けない 
 
・本数にあわせた生活ができる人 
・お得に移動できる人 
・行き先と最寄りバス停を知っている人 
■いろんな移動方法を知っている人 
※クルマ以外の移動方法を知る 
 
 
・情報も多様な 
 手段で得ています 



でも・・・という方のために 

■週2日・1日3本のバスを使いこなす地域 
 
 10人乗りのバスにいつも数人乗っている 
 
 ・特におばあちゃんたちが使いこなしている 
 
 
■バスの本数が少ないのが不満ではなく 
 時間をつぶす場所が不満 
 
 →バス待ち環境の整備は誰もがHappinessな場所に 
 



地域で取り組みましょう 

■公共交通を維持するためのライフスタイルの実現 
 
・クルマよりも公共交通を使った生活は健康にもお
財布にも優しい 
・いつか乗るかもしれない・クルマに乗れなくなっ
たらバスに乗るは絶対に乗らない 
・現在の若い人は車に乗らない人が以前よりも増え
ている 
・公共交通の便利な地域に居住する傾向にある 
 
→公共交通で移動する街になることで地域の居住人
口が維持・増加される 



乗ってみたら意外と便利！ 
 

世代を問わず聞かれる感想です 
 
 

■できない理由や他の人の例ではなく 
自分は何ができるか一緒に考えましょう 

地域で取り組みましょう 
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